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第２２回 花鶴カップ少年サッカー大会実施要項 
 

１．主   催    ＦＣ花鶴・花鶴カップ実行員会 

 

２．後   援    古賀市 

 

３．協   賛    サッカーショップＫＡＭＯ 

            

４．協   力    小野マリンズＦＣ、舞の里ＦＣ、福南ジュニア SC 

ＦＣ花鶴ジュニアユース、 

           

５．開 催 日    平成２３年１０月８日（土）９日（日） 

 

６．会   場    千鳥ヶ池公園多目的グラウンド 

古賀市立舞の里小学校、福津市立福間南小学校 

 

７．大会趣旨     本大会は、少年活動の発展並びに技術の向上と心身ともに健全な少年 

           の育成及び友好、そして指導者などの友好を広げることを目的とする。 

 

８．参加チーム    ２０チーム 

 

９．大会運営要綱 

  ◆参加資格    小学５年生以下で編成されたチームとする。又、スポーツ保険に加入 

           し、保護者の同意があること。 

 

◆チーム編成   試合人数は８人。１チームの登録人員は原則として１６人とし、常時指導し 

ている指導者が同伴引率すること。 

 

◆試合方法    ① １日目は、２０チームを５グループに分け、総当りのリーグ戦を行い、順 

及び順位       位を決定し、更に１位から２０位までの総合順位を決定する。 

② ２日目は、１位から２０位までを上位から４チームを一つのグループ（１部 

  ～５部）とし、グループ毎にリーグ戦を行い、順位を決定する。 

③ リーグ戦の順位は、勝点等（勝‥３・分け‥１・負‥０）により決定 

               する。 

④ 試合時間は全て３０分ゲームとする。 

 

    ◆試合球     大会本部が準備します。 

 

    ◆開会式     開会式は行いません。 
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    ◆閉会式     試合終了後、千鳥ヶ池公園に於いて、表彰式及び閉会式を行います。 

             尚、１位のチームは、千鳥ヶ池公園で表彰式を行いますのでご参加 

             下さい。 

              

 

    ◆組合せ     実行委員会にて決定します。 

 

    ◆参加費     ５,０００円 

 

    ◆表彰式     ・１部リーグ、１位～３位を表彰 

             ・２部～５部グループの１位のみ表彰 

             ・敢闘賞 

 

  １０．その他     ① 審判につきましては、相互審判をお願いしますので、審判着の準備 

               をお願いします。 

② 当日の事故については、応急処置のみを行いますが、その後の責任は 

負いませんのでご了承の上、当日の行動にはご注意ください。 

③ ゴミ・吸殻などは、会場内のくずかごには絶対に捨てないで、必ず 

持ち帰ってください。 

 

  １１．お問合せ先 

             救急病院 

              （総合案内）県救急医療情報センター 092-471-0099 

              （内科） 粕屋地区北部休日診療所  092-942-1511 

              （外科） かい整形外科医院     092-943-2411 

                Hotto
ほ っ と

 Ｍ
も

otto
っ と

（古賀千鳥店）    092-942-0256 

 

 

 

 

        サッカーというスポーツは「１人の王様と１０人の家来」と称されます。 この王様という 

     のは特定の選手のことではなくてその瞬間、瞬間でボールを持っているプレーヤーのこ 

     と･・・つまり、常に全員が主役にもなり脇役にもなるわけで、ボールに触れていない脇役 

     の選手の動きにはすべて必然性がある訳ですね。１人の王様を生かすためには１０人の家来 

     がどんな動きをしているのか・・・。サッカーとはそれを理解しない限り自分の息子や他の 

プレーヤーが何をしているのかがまったくわからなくなります。逆を言えば、見るという 

     経験を積み重ねることによってサッカーの面白さが分かってくれば、野球と違って試合から  

     一瞬たりとも目が離せなくなる・・・（殆どのご父兄がまさしくそうなんですが・・・） 

息子の応援にもいっそう熱が入るというものなのです。 


